












筆者は先に，2020 年 10 月に卒寿を迎えられる日本学士院会員（西洋古典
学）・久保正彰東京大学名誉教授（1930-　）のための記念論集に「ビザンティ
ン三部作─古典学と神学のあわい─」と題する拙稿を寄稿した．そのための投
稿締切は 2019 年 9 月末日に設定されていたが，実はその 2 年前，すなわち














































頼りに探し出し，コピーした．まず第 1 点は『ユリイカ』1982 年 8 月号（特
集・ギリシア悲劇）93-99 頁に載る「ギリシア悲劇の恩師たち」であり，第 2
点 は『 西 洋 古 典 学 研 究 』 第 4 号（1956 年 ）100-106 頁 に 載 る「 五 人 の
ΦΙΛΟΛΟΓΟΙ」である．そして第 3 点は同じく『西洋古典学研究』第 12 号（1964
年）110-113 頁に載る「Center for Hellenic Studiesについて」である．久保





9 月 30 日に定められていた．そして 2018 年（9 月 4 日～7 日）にパリで開催
された第 14 回国際ニュッサのグレゴリオス学会のためのレジメ提出期限が，
この久保教授の記念論集と時を同じくして設定されていた．筆者は前回の第















































































































































































ヴァーン教授（1953-　；2004 年から 2014 年まで教皇庁国際神学委員会委

















































































行っていて，2019 年で計 10 度目となる（公刊分についてはAkiyama 2010, 

































クスフォード国際教父学会大会でも，2015 年の第 17 回大会で初めての口頭発
表を果たし（題目は「アレクサンドリアのクレメンスによる≪ひとり子なる

















































れ，それに続いて計 10 人の研究者による参考論文が付されている．この 10
































『マタイ福音書』第 6 章 9 節から 13 節に載る「主祷文」について，一句ごと
にグレゴリオスの解釈を展開した講話である．そして第 3 講話は「御名の聖と
されんことを．御国の来たらんことを」という一節（9-10 節）を解釈した部





















リシア語を示しておくと，カラハン氏は“τὸ δὲ ἅγιον πνεῦμα καὶ ἐκ τοῦ πατρὸς 



























いう 3 つの写本であり，VはVaticanus Gr. 2066，WはVaticanus Gr. 448，M
は Messanensis 80，O は Monacensis Gr. 370，K は Venetus 67，R は
Monacensis Gr. 107 で あ る ． こ の ほ か こ の 箇 所 に は E 写 本（Parisinus 
Coislinianus Gr. 58）およびシリア語訳Z, Σが関わる（ZはVaticanus Syr. 
106，ΣはMus. Britan. Syr. 564；いずれも 6 世紀の成立とされる）．問題のἐκ




Eの 4 写本はこの ἐκ に削除マークを付しているという．すると削除記号を付
さずにこの箇所に ἐκ を読んでいるのは，シリア語訳 2 写本のほか，ギリシア
語写本ではヴァティカン所蔵の 2066 番のみということになるが，これは写本
類の中で筆頭に挙がり，おそらく最古のものだとされる．　


















カ議会図書館所蔵・ギリシア語アンシャル体断片」，初出はTraditio 5, 1947, 
79-102；Jaeger 1960：355-387 に再録；本稿では後者から引用）．イェーガー
自身の弁によれば，ワシントンで 2 葉より成るアンシャル体のギリシア語写
本を手にしたが，これが末尾部の失われたVaticanus Gr. 2066 の一部を成すも
のであるということを，その特徴的なアンシャル書体から解明しえたとのこと
である．イェーガーは結論として，2 葉より成るこのワシントンの断片は，
316 葉より成るVaticanus Gr. 2066 のうち，最末尾（299r-316v）に収められ










































































まず『主の祈りについて』の本文はa) “τὸ δὲ ἅγιον πνεῦμα καὶ ἐκ τοῦ πατρὸς 
λέγεται καὶ [ἐκ] τοῦ υἱοῦ εἶναι προσμαρτυρεῖται.”となっているのに対し，イェー
























ように（Reynolds & Wilson3 1991：150），本稿でもたびたび言及してきた「ギ
























































以上が，2017 年 9 月末にいったん提出した「旧稿」のほぼ全容である．現




（1438-39）ばかりでなく，それに先立つこと 150 年以上，1274 年に開催され
やはり教会合同について論議された第 2 リヨン公会議の前後にも，合同推進
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